
5

線
路
は
続
く
よ
、
ど
こ
ま
で
も
。

ロ
ー
カ
ル
列
車
、

出
発
進
行
！

岐
阜
県
に
は
４
つ
の
ロ
ー
カ
ル
線
が
あ
る
。

長
良
川
鉄
道
、
樽
見
鉄
道
、

養
老
鉄
道
、
明
知
鉄
道
が
そ
れ
だ
。

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
足
と
し
て

あ
る
い
は
、
旅
す
る
者
た
ち
を
乗
せ
て

ま
ち
を
、
橋
梁
を
、
ト
ン
ネ
ル
を
。

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
心
地
良
い
音
を
響
か
せ
て

列
車
は
目
前
に
伸
び
る
線
路
を
ひ
た
走
る
。

運
転
士
の
快
活
な
声
が
聞
こ
え
る
。

「
発
車
、
オ
ー
ラ
イ
！
」

小
さ
な
切
符
と
鞄
を
片
手
に

い
ざ
行
か
ん
、
ロ
ー
カ
ル
列
車
の
旅
へ
。
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沿線立ち寄りどころみなみ
子宝温泉

アテンダント 船戸由香さん

た
っ
ぷ
り
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ

え
、
座
席
か
ら
和
や
か
な
笑
い
声

が
起
こ
る
。
声
の
主
は
運
転
士
歴

20
年
の
大
野
敏
明
さ
ん
。
安
全
で

快
適
な
運
転
が
第
一
と
心
得
な
が

ら
も
、
乗
客
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
と
始
め
た
愉
快
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

台
詞
は
す
べ
て
自
前
、
車
内
の
顔

ぶ
れ
を
見
な
が
ら
マ
イ
ク
を
握
る
。

「
地
域
の
方
に
と
っ
て
列
車
は
家

と
同
じ
。
学
生
や
会
社
員
の
方
に

は
、朝
は
〝
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
〞、

夜
は
〝
お
帰
り
な
さ
い
〞
と
必

ず
声
を
掛
け
ま
す
」。
地
域
を
繋

ぐ
ロ
ー
カ
ル
線
。
一
両
編
成
の
ワ

ン
マ
ン
列
車
は
、
運
転
士
と
乗
客
、

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
人
情
列
車

で
も
あ
っ
た
。

　

昭
和
4
年
に
建
て
ら
れ
た
木

造
駅
舎
や
渡
り
廊
下
が
残
る
「
郡

上
八
幡
」
で
下
車
。
年
間
10
万
人

以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
城
下

町
を
散
策
す
る
。
慈
恩
禅
寺
の
て
っ

草そ
う

園
は
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
名
勝
。
深

紅
の
毛も
う

氈せ
ん

に
座
し
て
眺
め
る
庭
園
。

岩
肌
を
流
れ
る
滝
の
音
、
風
の
気

配
。
穏
や
か
な
自
然
に
抱
か
れ
、

時
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
。
11
月

初
旬
の
紅
葉
の
美
し
さ
は
、
い
か

ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。

　

再
び
長
良
川
鉄
道
に
揺
ら
れ

て
終
着
駅
「
北
濃
」
へ
。
越
美
南

線
は
福
井
県
の
越
美
北
線
と
を

繋
ぐ
越
美
線
と
し
て
着
工
さ
れ

た
が
、
こ
の
駅
か
ら
先
に
線
路
が

延
び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
草く
さ

叢む
ら

で
途
切
れ
た
レ
ー
ル
が
旅
の
終
わ

り
を
告
げ
る
。
き
っ
と
い
つ
か
ま

た
、
こ
こ
を
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
朗

ら
か
な
予
感
を
胸
に
、
夕
暮
れ
の

赤
い
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
小
気
味

良
い
走
行
音
が
響
く
。

車
両
先
頭
の
貫
通
扉
か
ら
、
流
れ

行
く
景
色
と
、
ひ
た
す
ら
眼
前
に

伸
び
る
線
路
を
飽
き
る
こ
と
な

く
眺
め
る
。
毎
日
上
下
線
各
1

本
ず
つ
運
行
さ
れ
る
「
ゆ
ら
〜
り

眺
め
て
清
流
列
車
」。
景
観
の
良

い
ポ
イ
ン
ト
で
徐
行
運
転
を
行
う

観
光
客
に
好
評
の
列
車
だ
。

　

大
正
12
年
に
「
美
濃
太
田
」
―

「
美
濃
町
」
間
が
開
業
、
昭
和
9

年
に
「
北
濃
」
ま
で
の
全
線
が
開

通
し
た
国
鉄
越え

つ

美み

南な
ん

線せ
ん

。
国
鉄

再
建
法
に
よ
る
廃
線
を
受
け
、
昭

和
61
年
に
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

誕
生
し
た
の
が
「
長
良
川
鉄
道
」

で
あ
る
。
地
域
の
足
と
い
う
役
割

は
も
ち
ろ
ん
、
沿
線
5
市
町
を
訪

れ
る
観
光
客
か
ら
の
需
要
も
高

く
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
や
独
自
の
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
利
用
者
の
増
加

を
図
り
な
が
ら
、
路
線
存
続
へ
の

奮
闘
を
続
け
て
い
る
。

　

美
濃
市
の
「
湯
の
洞
温
泉
口
」

か
ら
終
点
「
北
濃
」
ま
で
、
車

窓
の
景
色
は
実
に
変
化
に
富
む
。

滔
々
と
流
れ
る
長
良
川
を
右
に

左
に
望
み
な
が
ら
、
9
つ
の
橋
梁

を
渡
り
、
大
小
11
の
ト
ン
ネ
ル
を

く
ぐ
り
、
集
落
や
畑
や
樹
林
、
渓

谷
の
中
を
抜
け
る
。「
左
手
に
富

士
山
が
…
見
え
た
ら
良
い
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
見
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
日
は
白
山
連
峰
が
き

れ
い
に
見
え
ま
す
」。
ユ
ー
モ
ア

郡上八幡城
郡上市八幡町柳町一の平
営 9:00～17:00 ※季節により異なる
休 12月20日～1月10日　料 大人310円（税込）
問 （一財）郡上八幡産業振興公社　電 0575-67-1819

　戦国時代末期に遠藤盛数
が砦を築いたのが始まり。明
治4年の廃城までの歴代城
主は遠藤氏、稲葉氏、井上氏、
金森氏、青山氏。現在の木
造4層5階建の白亜の天守閣
は昭和8年に再建されたもの。
11月1日～24日は「郡上八幡
城下町もみじまつり」を開催。
ライトアップも行われる。

日本まん真ん中温泉 子宝の湯
郡上市美並町大原2709
営 10:00～21:00（受付は20:30まで）
休 火曜日（祝日の場合は翌日）・12月30日～1月1日
料 大人500円（税込）※長良川鉄道降車客は入湯料50円のみ
電 0575-79-4126

　全国でも珍しい駅舎に併
設する温泉施設。列車を降
りたホームがそのまま入り口
ということもあり、昨年は約
12万人の入湯者のおよそ1割
が長良川鉄道の降車客とか。
泉質はアルカリ性単純温泉。
長良川のせせらぎを間近に感
じる露天風呂で旅の疲れを
ゆるりと癒やそう。

慈恩禅寺 草園
郡上市八幡町島谷339
拝 9:00～17:00　休 不定休
料 大人300円（税込）　Ｐ 15台
電 0575-65-2711

　江戸時代初期に建立され
た臨済宗妙心寺派の禅宗寺
院。奥庭の「 草園」は元
来の景観を生かして造られた
池泉回遊式庭園。書院から
眺める庭園の美しさは息をの
むほど。新緑から深緑への
移り変わり、池を染める紅葉、
深々と雪が降る冬景色。四
季折々の景観を愛でたい。

郡上八幡

郡上八幡

車窓からの眺めで個人的な
おすすめは「深戸」から「相
生」へ向かい、第五長良川
橋梁を渡ると左手に見える
亀尾島川。岩場に子ども
や釣り人が見えたりして、
なんとなく好きな風景です。

長良川鉄道株式会社
路線：美濃太田（美濃加茂市）―北濃（郡上市）
全長：72.1キロメートル
運賃：美濃太田―北濃 大人1,690円（税込）

「紅葉鮎弁乗車証」（10～11月限定・要予約）
大人3,800円（税込）
問い合わせ：TEL. 0575-23-3921
http://www.nagatetsu.co.jp/

D a t a

北濃

美濃白鳥

郡上大和

郡上八幡

みなみ子宝温泉

湯の洞温泉口

美濃市

関 富加

美濃太田

長
良
川

相生

深戸

美並苅安

津保川

長良川鉄道本社がある駅。

駅構内に「ふるさと
鉄道館」を併設。

日本で2番目に短い
トンネルあり。

船戸さんおすすめの
亀尾島川（きびしま
がわ）はこの辺り。

降車客は入湯料50円
のみで温泉に！

旧美濃町駅。
古い駅舎が素敵。

蒸気機関車の転車
台が残る終着駅。

紅葉が美しい区間。

津保川橋梁

第一長良川橋梁

第二長良川橋梁

第三長良川橋梁

第四長良川橋梁
第五長良川橋梁

第六長良川橋梁

第一上之保川橋梁

第二上之保川橋梁

第三上之
保川橋梁

撮影ポイント

美
濃
加
茂
市
か
ら
富
加
町
、
関
市
、
美
濃
市
、
郡
上
市
へ
と

10
の
橋
梁
を
渡
り
、
12
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
38
駅
を
結
ぶ
。

そ
の
ロ
ー
カ
ル
線
は
、
列
車
旅
の
魅
力
に
満
ち
て
い
た
。

長良川鉄道
ローカル列車、出発進行！

★ 長良川鉄道からプレゼントあり！  詳しくはP38をご覧ください。
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運輸部企画営業課 藤田敏明さん

　雄大な自然を眺める露天風呂のほか、
桜花の形をした風呂や五右衛門風呂が人
気の温泉施設。泉質はナトリウム塩化物
泉。海水に似た成分で、神経痛や関節痛
などに効能があるとされる。「樽見」から
は列車の発着時間に合わせて無料シャト
ルバスが運行され、アクセスも便利。

うすずみ温泉 四季彩館
本巣市根尾門脇422
営 10:00～20:00（受付は19:00まで）
休 月曜日（祝日の場合は翌日）　料 大人850円（税込）
Ｐ 大型駐車場あり　電 0581-38-3678

分
を
発
揮
し
て
営
業
に
も
奔
走
。

現
在
は
取
締
役
運
輸
部
長
と
し

て
多
忙
を
極
め
る
。
今
夏
、
3
年

程
前
に
持
ち
込
ま
れ
た
企
画
が
つ

い
に
実
現
し
た
。
劇
団
シ
ア
タ
ー

キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
主
催
す
る

「
樽
見
鉄
道
ス
リ
ー
ナ
イ
ン
」。
観

客
を
乗
せ
た
列
車
を
舞
台
に
、
役

者
が
途
中
の
駅
で
乗
降
し
な
が
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
演
じ

る
〝
演
劇
列
車
〞
だ
。「
本
巣
駅

以
北
の
運
行
は
90
分
に
1
本
と

少
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
柔
軟
に

ダ
イ
ヤ
が
組
め
る
。
移
り
ゆ
く
車

窓
も
良
い
ス
パ
イ
ス
に
な
る
。
欠

点
を
長
所
に
変
え
、
こ
の
鉄
道
自

体
を
観
光
資
源
に
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
足
も
守
れ
る
」。
４
日
間

の
公
演
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
。
企
画

は
大
好
評
を
博
し
た
。「
全
８
公

演
の
乗
客
は
２
４
０
名
で
す
が
、

そ
の
数
字
以
上
の
効
果
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
僕
自
身
、
列
車
の

新
し
い
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
」

と
入
社
２
年
目
、
運
輸
部
企
画
営

業
課
の
藤
田
敏
明
さ
ん
。
い
つ
か

再
び
演
劇
列
車
を
走
ら
せ
た
い
、

と
控
え
め
に
微
笑
ん
だ
。

　

赤
字
路
線
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

沿
線
5
市
町
の
援
助
を
受
け
、
徹

底
し
た
経
費
や
人
件
費
の
削
減
、

企
画
営
業
に
よ
る
収
益
増
で
黒

字
に
転
換
し
た
樽
見
鉄
道
。
社

員
35
名
が
一
人
何
役
を
も
こ
な
し
、

そ
の
鉄
路
を
守
っ
て
い
る
。「
こ

の
鉄
道
は
存
在
自
体
が
地
域
の

文
化
や
か
ら
ね
」。
今
村
さ
ん
が

言
っ
た
。「
バ
ス
に
代
替
す
る
こ

と
も
で
き
た
。
そ
れ
で
も
鉄
道
を

作
っ
た
ん
で
す
。
先
代
ら
に
敬
意

を
表
し
て
、
僕
ら
が
樽
見
鉄
道
を

守
っ
て
い
か
な
い
か
ん
」。

大
垣
市
か
ら
本
巣
市
根
尾

ま
で
を
南
北
に
走
る
樽

見
鉄
道
は
、
周
辺
村
落
の
鉄
道
へ

の
〝
渇
望
〞
か
ら
生
ま
れ
た
。
大

正
7
年
、
旧
本
巣
郡
の
有
志
ら
が

鉄
道
敷
設
の
陳
情
運
動
を
開
始
。

昭
和
31
年
に
国
鉄
樽
見
線
「
大

垣
」
―
「
谷
汲
口
」
間
が
開
業
し
、

2
年
後
、「
美
濃
神こ
う
み海

」
ま
で
開

通
。
し
か
し
、
国
鉄
再
建
法
に
よ

り
廃
線
が
決
ま
る
。
昭
和
59
年
、

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
「
樽
見
鉄

道
」
が
開
業
し
、
平
成
元
年
の
春
、

「
樽
見
」
ま
で
全
線
が
開
通
し
た
。

　

樽
見
駅
に
は
、
大
正
時
代
に
全

私
財
を
投
じ
て
旧
根
尾
村
の
開

発
に
尽
力
し
、
鉄
道
誘
致
に
も
貢

献
し
た
宮
脇
留
之
助
氏
の
顕
彰

像
が
立
つ
。「
強
い
意
志
を
持
ち
、

滅め
っ
し
ほ
う
こ
う

私
奉
公
で
根
尾
村
の
発
展
を

願
っ
た
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

と
曾
孫
の
宮
脇
治
道
さ
ん
。
曾
祖

父
ら
の
陳
情
か
ら
71
年
も
の
歳

月
を
経
て
迎
え
た
悲
願
の
日
。
樽

見
駅
の
開
通
式
に
は
、
留
之
助
氏

の
遺
影
を
手
に
し
た
父
・
明め
い
ど
う道
さ

ん
と
と
も
に
参
列
し
た
と
い
う
。

　

樽
見
鉄
道
の
列
車
は
現
在
、
す

べ
て
レ
ー
ル
バ
ス
と
呼
ば
れ
る
気

動
車
だ
。
Ｊ
Ｒ
大
垣
駅
の
6
番
線

か
ら
出
発
し
、「
木こ

ち

ぼ

ら

知
原
」
を
過

ぎ
た
辺
り
で
車
窓
の
眺
め
は
一
変

す
る
。
檜ひ
の
き
や
杉
が
茂
る
林
を
抜
け
、

深
い
緑
を
湛
え
た
根
尾
川
を
渡

る
。「
鍋な
べ
ら原
、
オ
ー
ラ
イ
、発
車
！
」

と
運
転
士
の
声
。
突
然
、
そ
こ
に

言
葉
を
失
う
眺
望
が
現
れ
た
。
第

七
根
尾
川
橋
梁
。
鉄
橋
の
中
を

真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
線
路
。
そ
の

先
で
口
を
開
け
た
ト
ン
ネ
ル
の
奥

に
も
、
小
さ
な
橋
と
ト
ン
ネ
ル
が

続
く
。
険
し
い
渓
谷
の
中
で
、
自

然
を
凌
駕
す
る
か
の
如
き
迫
力
。

そ
れ
は
人
々
の
積
年
の
渇
望
が
勝

ち
得
た
光
景
だ
っ
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
運
転
士
の
今
村
安
孝

さ
ん
は
、〝
駅
員
は
一
人
何
役
も

こ
な
す
〞
と
い
う
社
風
通
り
、
天

沿線立ち寄りどころ 樽 見

樽見鉄道株式会社
路線：大垣（大垣市）―樽見（本巣市）
全長：34.5キロメートル
運賃：大垣―樽見 大人920円（税込）

「うすずみ温泉入浴券＆1日フリー乗車券」
大人2,200円（税込）
問い合わせ：TEL. 0581-34-8039
http://tarumi-railway.com/

D a t a

　塩鯖を二杯酢に漬け、酢飯と合わせて
専用木箱で押し寿司にするのが、根尾地
域の家庭に伝わる「鯖寿司」。この店では
跡路美千子さんが3日間かけて作る鯖寿
司を販売。肉厚で程良く甘い鯖と一粒一
粒に旨みが詰まった自家栽培コシヒカリの
調和が見事な、唯一無二の絶品だ。

大栄ストアー 
本巣市根尾板所643-4-2
営 8:00～18:00
休 年中無休　Ｐ あり
電 0581-38-3166・2030

鯖寿司（1パック10切）850円（税込）

※9月下旬から翌6月末頃まで
　販売。事前に電話予約を

樽見鉄道のトリビアを 2 つ。路線の全長は
34.5 キロメートルですが、これは山手線一周の
距離と全く同じ。そして、車両番号の「ハイモ」
は「ハイスピードモーターカー」の略なんですよ。

樽見

谷汲口

根
尾
川

本巣

糸貫

北方真桑

揖
斐
川

大垣

日当（ひなた）

鍋原（なべら）

神海（こうみ）

木知原（こちぼら）

織部

紅葉が美しい
谷汲山華厳寺
へはバスで。

うすずみ温泉へは
無料シャトルバスで。

鉄橋とトンネルに
挟まれた小さな駅。

旧美濃神海駅。

ホームから先に
桜並木が続く。

樽見鉄道本社
がある駅。

道の駅「織部の里
もとす」は下車すぐ。

第十根尾川橋梁

第九根尾川橋梁

第八根尾川橋梁

この鉄橋からの眺めが圧巻！
第七根尾川橋梁

第六根尾川橋梁

第五根尾川橋梁

第四根尾川橋梁
第三根尾川橋梁
第二根尾川橋梁

第一根尾川橋梁

揖斐川橋梁
JR 大垣駅
6番線より発車！

住
民
が
渇
求
し
、
幾
星
霜
を
経
て
全
線
が
開
通
し
た
樽
見
鉄
道
。

地
域
の
足
と
な
り
、
ま
た
、
自
ら
が
観
光
資
源
と
な
り
、

そ
の
鉄
路
を
絶
や
さ
ぬ
た
め
に
、
レ
ー
ル
バ
ス
は
走
り
続
け
る
。

樽見鉄道
ローカル列車、出発進行！

★ 樽見鉄道からプレゼントあり！  詳しくはP38をご覧ください。
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要
駅
に
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
設

置
。
お
す
す
め
ル
ー
ト
が
載
っ
た

マ
ッ
プ
を
片
手
に
沿
線
の
観
光
地

を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

養
老
鉄
道
で
旅
を
す
る
な
ら
、

長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
木
造
駅

舎
は
見
逃
せ
な
い
。
中
で
も
全
線

開
通
時
に
改
築
さ
れ
た
「
養
老

駅
」
は
必
見
。
大
正
ロ
マ
ン
の
面

影
を
残
し
、
美
し
い
屋
根
瓦
が
印

象
的
だ
。「
素
敵
な
建
物
で
し
ょ

う
？
瓦
に
は
養
老
の
Ｙ
が
刻
ま
れ

て
る
の
」。
駅
に
降
り
立
ち
、
目

の
前
に
あ
る
「
き
び
羊
羹
本
家
」

を
覗
く
と
、
3
代
目
の
藤
塚
美
智

子
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。
駅

舎
の
完
成
当
時
は
周
辺
一
帯
が
開

か
れ
、
旅
館
や
商
店
が
立
ち
並
び
、

そ
れ
は
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
人
力
車
で
養
老
の
滝
へ
向
か
う

人
や
宿
泊
客
で
溢
れ
、
駅
に
人
が

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
だ
っ
た
そ
う

よ
」。
こ
の
古
い
駅
舎
は
、卸
売
専

門
の
株
式
会
社
第
一
物
産
や
特
産

品
の
瓢ひ
ょ
う
た
ん

箪
が
並
ぶ
ひ
ょ
う
た
ん
会

館
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
店
が
軒

並
み
開
業
し
た
昭
和
の
時
代
も
、

そ
の
隆
盛
を
見
守
っ
て
き
た
。
そ

ん
な
昔
話
を
聞
き
な
が
ら
、
往
時

に
想
い
を
馳
せ
て
散
策
す
る
の
も
、

ま
た
楽
し
い
。
帰
途
の
車
内
に
は
、

居
眠
り
を
す
る
学
生
や
ほ
ろ
酔
い

顔
の
会
社
員
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

マ
ル
ー
ン
電
車
の
車
窓
か
ら
は
、

目
を
見
張
る
よ
う
な
絶
景
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
朝
も
、

昼
も
、
夜
も
、
住
民
の
日
常
が
垣

間
見
え
る
。
養
老
鉄
道
は
、
人
々

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
な
が
ら
走

り
続
け
て
今
年
で
１
０
１
年
目
を

迎
え
る
。

きび羊羹本家
養老町鷲巣1194-15
営 7:00～19:00頃まで
休 年中無休　電 0584-32-0512

　大正６年の創業以来、シン
プルな材料と製法を守り、毎朝
手作りする「きび羊羹」。優し
い甘さで、もっちりとした生地と
きびの粒の食感が楽しめるこの
銘菓は養老名物として喜ばれて
いる。店主の藤塚さんから聞く
養老駅の歴史は、旅を一段と楽
しくしてくれること請け合いだ。

きび羊羹 820円（税込）～

D a t a

養老鉄道株式会社
路線：桑名（桑名市）―揖斐（揖斐郡）
全長：57.5キロメートル
運賃：桑名―揖斐 940円（税込）

「1日フリーきっぷ」大人1,500円（税込）
問い合わせ： TEL.0584-78-3400
　　　　　　（平日 9:00～18:00）
http://www.yororailway.co.jp/

時
計
を
覗
き
込
み
、
足
早

に
歩
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。

駆
け
足
で
ホ
ー
ム
に
向
か
う
高
校

生
。
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
交
わ

し
、
切
符
を
確
認
す
る
ト
レ
イ
ン

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
。
大
垣
駅
構
内
は

人
で
溢
れ
返
っ
て
い
る
。
毎
朝
7

時
半
の
お
馴
染
み
の
光
景
だ
。

「
養
老
鉄
道
」
の
誕
生
は
大
正
2

年
。
ま
ず
は
池
田
町
の
「
池
野
」

か
ら
「
大
垣
」
を
経
由
し
「
養
老
」

ま
で
を
運
行
。
そ
の
後
、
大
正
8

年
に
北
は「
揖
斐
」、南
は「
桑
名
」

ま
で
の
全
線
が
開
通
し
た
。「
大

垣
」
で
桑
名
方
面
と
揖
斐
方
面

の
線
路
が
合
流
し
て
そ
れ
ぞ
れ
南

と
北
へ
走
る
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
形

式
の
た
め
、「
大
垣
」
―
「
揖
斐
」

間
は
揖
斐
線
、「
大
垣
」
―
「
桑
名
」

間
は
養
老
線
の
名
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。

「
当
初
か
ら
村
と
村
を
繋
ぐ
よ
う

に
、
地
域
に
密
着
し
て
走
っ
て
い

た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
総
務
企
画

課
の
宮
﨑
淳
さ
ん
。
住
宅
街
に

添
う
よ
う
に
敷
か
れ
た
鉄
路
。
そ

の
車
窓
か
ら
見
え
る
風
景
に
橋
や

ト
ン
ネ
ル
は
少
な
く
、
代
わ
り
に

広
が
る
の
は
集
落
や
豊
か
な
田
園

の
風
景
だ
。
朝
の
混
雑
時
は
運
行

ダ
イ
ヤ
が
1
時
間
2
、
3
本
に
増

発
さ
れ
た
り
、
3
両
編
成
の
列
車

が
運
転
さ
れ
た
り
と
地
域
密
着

編
成
。〝
人
々
の
足
〞
と
し
て
愛

さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
時
代
の
推
移
の
中
で

利
用
者
数
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
存
続
を

願
う
沿
線
住
民
の
支
援
団
体
が 

〝
乗
っ
て
守
ろ
う
〞
と
、
様
々
な

企
画
を
立
て
て
積
極
的
に
利
用
。

ま
た
、
養
老
鉄
道
で
も
平
成
10
年

に
は
車
内
に
自
転
車
を
持
ち
込

め
る
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」
の

運
行
を
始
め
た
。
住
民
の
み
な
ら

ず
観
光
客
に
も
好
評
で
、
今
で
は

養
老
鉄
道
の
顔
に
。
さ
ら
に
、
主

ひょうたん会館
養老町鷲巣1646-9
営 8:00～19:00
休 年中無休　電 0584-32-2500

「瓢箪」好きが高じて初代店主
が昭和49年に開館。自ら栽
培・収集したサイズや形などバ
リエーション豊かな瓢箪のほか、
キーホルダーなどの土産もずら
り。2階には種からの育て方を
ジオラマで伝える展示室もあり、
古来より伝わる養老名産「瓢
箪」の魅力を存分に伝えている。

お馴染みマルーン電車の“マルーン”はあの“栗色”
のことなんですよ。ちなみに平成21年に復活した
オレンジ色のラビットカーは“撮り鉄”の方に人気
です。11月からの薬膳列車は秋の行楽にぜひ。

総務企画課 宮﨑淳さん

沿線立ち寄りどころ養 老

岐
阜
県
の
西
濃
地
方
か
ら
三
重
県
ま
で
を
結
ぶ
養
老
鉄
道
は
、

人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
歴
史
を
駆
け
抜
け
て
き
た
。

朝
も
昼
も
夜
も
、
住
民
の
側
に
は

い
つ
も
マ
ル
ー
ン
色
の
電
車
が
走
っ
て
い
る
。

養老鉄道
ローカル列車、出発進行！

大垣

揖斐

養老

揖
斐
川

桑名

池野

西大垣

烏江

多度

広神戸

美濃高田

駒野

最澄ゆかりの日吉神
社をはじめ、歴史あ
る神社仏閣が点在。

歴史ある駅舎。昔のホー
ムの高さがわかるレンガ
積みの跡が残る。

烏江―美濃高田間にあ
る養老新橋は撮影ポイ
ント！ 豊かな田園が広
がる。

観 光スポットが 豊
富。サイクリングに
おすすめ！

ホームには、たくさんの
つるされた瓢箪がお出
迎え。養老の滝は必見！

撮影ポイント

レンタサイクル
貸出駅

養老鉄道レンタサイクル
《貸出駅》
多度駅・駒野駅・養老駅・西大垣駅・揖斐駅

レンタル代金：1日100円 受付時間：9:00～終電
※多度駅の電動自転車のみ （土・日・祝は始発～） 
　1日510円 ※西大垣駅の「すいとGO！」のみ
※  西大垣駅にある自転車 　9:00～20:00
　「すいとGO！」のみ無料

　電車内に自転車が持ち込めるサイクルトレインと併
せて利用したいのが、主要駅に設置されているレンタ
サイクル。自転車はいずれの貸出駅でも返却が可能
（西大垣駅の「すいとGO！」を除く）。各駅に置いてあ
るサイクルマップを片手に観光を。

★ 養老鉄道からプレゼントあり！  詳しくはP38をご覧ください。
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昭
和
60
年
に
国
鉄
明あ

け
ち知

線

を
引
き
継
ぎ
、
第
三
セ
ク

タ
ー
と
し
て
開
業
し
た
「
明
知
鉄

道
」。「
恵
那
」
を
起
点
に
、
中
津

川
市
阿
木
を
経
由
し
て
終
着
の

「
明
智
」
ま
で
、
美
し
い
田
園
風

景
の
中
を
走
る
。
沿
線
に
は
、
中

山
道
大
井
宿
と
し
て
栄
え
た
大

井
町
、
城
下
町
の
面
影
が
残
る
岩

村
町
、
日
本
大
正
村
で
知
ら
れ
る

明
智
町
が
あ
り
、
歴
史
が
息
づ
く

町
並
み
が
旅
情
を
誘
う
。

　

明
知
鉄
道
で
は
こ
う
し
た
豊
か

な
観
光
資
源
を
生
か
し
つ
つ
、
存

続
を
か
け
、
利
用
者
増
を
狙
う
イ

ベ
ン
ト
列
車
を
次
々
と
展
開
。
昭

和
62
年
に
は
全
国
で
も 

〝
グ
ル
メ

列
車
〞
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
ヘ

ル
シ
ー
ト
レ
イ
ン
」
の
運
行
を
ス

タ
ー
ト
。
国
内
生
産
量
日
本
一
を

誇
る
山
岡
町
の
細
寒
天
を
使
っ
た

多
彩
な
料
理
が
楽
し
め
る
と
あ
っ

て
、
こ
の
列
車
は
予
約
が
殺
到
す

る
ほ
ど
大
評
判
に
。
名
物
と
な
っ

た
グ
ル
メ
列
車
は
、
現
在
10
種
類

に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
収
益
増
加
の
た
め
、

個
人
で
も
利
用
で
き
る
「
つ
り

革
広
告
」
や
、
列
車
愛
称
命
名
権

を
販
売
す
る
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
」
な
ど
も
実
施
。
実
は
こ
れ
ら

の
企
画
は
地
域
住
民
か
ら
の
提

案
で
始
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

こ
の
企
画
の
実
現
に
必
要
不
可

欠
な
存
在
と
な
る
の
が
、
地
元
企

業
の
「
ア
ド
・
ル
ー
プ
」。
広
告

や
愛
称
が
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
の

製
作
を
担
う
看
板
屋
だ
。「
誕
生

日
を
祝
う
プ
レ
ー
ト
な
ど
、
直
前

に
頼
ま
れ
て
も
、
喜
ば
れ
る
顔
を

思
い
浮
か
べ
る
と
つ
い
引
き
受
け

ち
ゃ
い
ま
す
。」
と
笑
う
大お
お
と
ん
べ

冨
部

愛
さ
ん
と
可
知
一
希
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
に
想
い
を
込
め
て
製
作
し
た

数
百
枚
の
内
、
一
つ
と
し
て
同
じ

デ
ザ
イ
ン
は
な
い
。

「
明
知
鉄
道
を
残
し
た
い
」。
そ
の

一
心
で
、
鉄
道
員
と
地
元
の
人
々

が
互
い
に
支
え
合
う
。
深
い
愛
情

で
力
強
く
守
ら
れ
る
ロ
ー
カ
ル
線

が
こ
こ
に
あ
る
。

岩 村

明 智

沿線立ち寄りどころ 恵 那

庶務・広報主任 伊藤温子さん

青々とした田園の中を列
車が走る景色が好きで
す。地元の方が自主的に
草刈りをしてくださるおか
げで、線路脇もとっても
きれいなんです。地域の
皆さんの支えがあってこ
その明知鉄道ですね。

恵那

岩村

山岡

明智

飯沼

極楽

花白温泉

恵那

岩村

山岡

明智

飯沼

極楽

花白温泉

養老鉄道の 186％

33パーミルの勾配
は、一般的な鉄道の
中で日本一の傾斜！

寒天料理が味わえる
「ヘルシーハウス山
岡」を併設。

散 策におすす
めの「日本大正
村」は徒歩すぐ。

重要伝統的建造物群
保存地区に選定されて
いる岩村藩の城下町。

薪で沸かすラド
ン温泉が、駅の
すぐ目の前に！

“極楽”行きの
切符はお守り
としても人気。

あまから
恵那市大井町295-12
営 9:30～18:30
休 月曜日（祝日の場合は翌日）
電 0573-25-3029

　昭和34年創業の五平餅屋。熟練の握り方
で、絶妙に米粒の食感を残したご飯は団子型に。初代から受け継い
だ自家製の甘辛いたれは、国産のくるみの甘さ、香り高いごまの風味
がふわりと口に広がる。地域に根付く食文化の奥深さを堪能したい。

1.「この郷土料理を全国にもっと広めたい」と3代目の西尾大介さん 2. この地域では
五平餅が主食にもなるそう。五平餅1串 100円、五平餅定食 900円（いずれも税込）

1

2

岩村醸造株式会社
恵那市岩村町342
営 9:00～20:00 
　（酒蔵見学は9:30～17:00）
休 元日のみ
電 0573-43-2029

1. 女城主 特別純米酒（720ml） 1,450円、ゑなのほまれ ひや原酒（720ml） 1,400円
（いずれも税込） 2. 築230年の酒蔵は無料で見学ができ、仕込水も飲める

　創業227年を数える老舗の酒蔵。“玲
れい

瓏
ろう

馥
ふく

郁
いく

”
を信条とし、岐阜県産米と天然の地下水で“ここ
でしか造れない酒”を醸し続ける。「ゑなのほまれ」、
「幻の城」に並ぶ代表銘柄「女城主」の特別純米
酒は、吟醸酒にも負けない芳醇な香りと辛口なが
ら上品な甘みが広がり、飲み飽きない銘酒。2

1

1. 築105年の木造百畳敷の建物を活用 2. 蓄音機に使う針を入れるケース。現代で
も色褪せないデザイン性の高さがうかがえる

日本大正村資料館
恵那市明智町1860-7
観 9:00～17:00

（12月15日～2月末は10:00～16:00）
休 年末年始
料 大人 300円
電 0573-54-39471

　今も人々が生活を営む町の中に、蚕糸産業で
栄えた大正時代の建物が点在する「日本大正村」。
明智町の住民が主体となって作り上げたこの村の
シンボル的存在が「日本大正村資料館」だ。銀
行の繭蔵を改築し、大正文化を象徴する蓄音機
や新聞など、さまざまな資料を展示している。2

　明智町で一番古いとされる、明治から続く大衆
食堂。「昔、ここら辺は個性的な人ばっかりおった
ね」と4代目の西尾淳子さん。御歳72才の今も元
気に厨房に立ち、店を切り盛りする。足繁く訪れ
るご近所さんとのやりとりには、大正時代に戻った
かのような温かな関係が垣間見える。

1. 歴史を刻んだ佇まいは開店当時のまま 2. 西尾さんの祖母が名古屋で教わってきた
という味を守り続けている。中華そば 580円（税込）

岩角食堂
恵那市明智町1265-4
営 11:00～22:00
休 火曜日
電 0573-54-2545

1 2

恵那市観光物産館
えなてらす
恵那市大井町286-25
営 9:00～18:00
休 年末年始
電 0573-25-4058

　恵那市全域の名産品がそろう物産館。秋の人
気商品といえば、2箱で10種類の栗きんとんが味
わえる「栗くらべ」。恵那市近郊の和菓子屋10店
舗から、毎朝できたての味が届く。それぞれの違
いを食べ比べ、贔屓を探すのも面白い。

「栗くらべ」はえなてらすのみでの販売（イベント出店時は除く）。こがね箱・もみじ箱  
各1,400円（税込）※数量限定

こがね箱

もみじ箱

明知鉄道株式会社
路線：恵那（恵那市）―明智（明智町） 
全長：25.1キロメートル
運賃：恵那―明智 大人690円（税込）

「明知鉄道全線フリーきっぷ」大人1,380円（税込）
問い合わせ：TEL. 0573-54-4101
http://www.aketetsu.co.jp/
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明知鉄道
ローカル列車、出発進行！

１. 離れの建築美には目を見張る 2. 娘部屋の2階から眺める甍（いらか）の波は一見の
価値あり 3. 周り廊下は岩村城郭払い下げの欅（けやき）材を使用

　広大な山林と農地を所有し、江戸末期に台頭し
た商家の「勝川家」。現在は恵那市指定文化財と
して主屋、離れ、3棟の土蔵を無料公開している。
昭和初期に檜

ひのき

丸太の梁、屋久杉の天井板、皮付
赤松の床柱など、良材を駆使して建てられた書院
風の離れは、城下町の栄耀を今に伝えている。3

勝川家
恵那市岩村町317
観 9:30～16:30

（12～2月は10:00～16:00）
休 火曜日・年末年始　料 無料
問 恵那市観光協会岩村支部
電 0573-43-32312 1

★ 明知鉄道、えなてらすからプレゼントあり！  詳しくはP38をご覧ください。


